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高齢化幸士会に入号室会めた今白、通告イとにf辛う脅き皇室き妥EI立大きな社会関題のーっマある。絡に女伎は書長

経後に，急激なf争後皮の低下が起こる。是主化;こ{辛う骨密度の低下を完全に防止・する処方;まないが、若い

頃の骨議設が潟い程老化による減少躍を(少なくともピーク僚に対する相対値)は少ないと言われてい

る。従って、査をい領、例えばbo閑 minera1density (BMD)のピーク偵を高めておく必要がある。

BMD者!:..t努させる方法として、 i蓮華訪及びカルシウム (Ca)摂取が注Bされ、研究も実施されている。

例えば遂激怒僚があるかないかでグループ分けして、予湾総を比較した研究も数多く見られる。しかし、

この対法では浅草色の量や強度などの分類i土非常にあいまいである。一定の善寺誇護者t決めてトレーニング

させる方法も、ヒトを対象とナると、それ以外の時闘のf活動議などは会〈コントロ}ルできない。滋

動はしないよ与した方がいいという示唆は得られでも、緩低どれ位の強Bをのi蓮華訪を l日何時間佼やれ

ばいい・・・というような結桑金引き出すことができない。食夜、度の然アi土、女性長距離ランナーマも

言悲惨られてお号、遠重患のや号すぎはマイナスでおることも氷雪量されている。蓄をヮて、単もこ{筆致じない

よりしt.:，与fがいいとも首えなくなってしまう。

長時聞の bedrestや字自飛行に伴う骨密度の低下も大きな関心事である。 Bed 出 st<Tの窓殺さんは

運動の中止を余儀なくされており、宇宙では幾重方 Lようにも非常に閣総"c'ある。こういう場合、 Ca

摂取さ設を緩やすだけでは効主義はなく、最低量(/)遂ぬやそのタイプなどが然測されると、その笈議題i立大

きい。獲には、透言語によ号令選手足覧会勢lJ護士されるとすれば、それに応じて Caの必至要量も土撃すはずであ

る。後って、主主重力筋活動さ設と Ca投与量、ユえはこれらの雨者を変えてラットに与えた場合の、 f義政

筋及び.iifの反応、を追求した。

方法

主主f麦3滋鯵のウイスター系縫ラァト66匹を後殺に次の 7雲手;こ分けた。お本クレア (C主-2)のラ

ット悶j紛三友銀事寺中に含まれる ca量(1.18!100g)をiE常 ca苦手(l∞%似合有量}とし、低 Ca食{臼本

クレア， No.A12∞1)に、炭酸カルシウムを加えることにより、次の H議のグループに分けた:i翁Ca

務(120%，n=lO)、iE'III'Ca務 (100%，n=lO)、:&ぴ低Ca群 (80%、60%、40%、20%、汲ぴ0%)0

8争各仮Ca群iまs践であるが、ぞれ以外の滋Ca鮮はそれぞれn出1O"C';Jるった。ラットはステンレス裂
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のケ…ジ (50X29X2伝記に2区ずつ鎮守ぎした。動物議建=資家の滋度及び湿度i立、それぞれ約急3t及

U意955%とし、明野警は12待問毎3ニコントローんした。

るま耳Q)j設は約12W寺跨以内に食べつくす草案露まで、発?引こ花、じて漸増したが、 8Bt3から爽験終了

まマ20g/込IIl1iの一定とした。鎮の量は各議事!潟支設す2つpairおedingしたが、水は蒸留・ 5詰イオン水を箆

闘に与えた。 22日目には、。%低Ca若手以外i主任裁に 51l1iづっ後肢懸垂群とケージコントロール燃の

2鮮に分けた。懸黍群は、属部を懸義し、後日宣告話会に床から離して飼育したが、主耳lft.ぴ*'立高官絞'a:

f史って自由に摂取させた。

10倒閣の後肢懸垂後、?e:若手のサンプリングを行った。ネンブタールの腹腔内総入により麻併した後、

まザヘパリンコーテイングしたシ lJンジで綴静脈よりま菜立証した。血液は 4t下で15分間 (3.500rpm)

主童心、分雪量し、 上澄の血ままを採取し、分析まで-80'(;アで凍結保存した。Jln.援では Ca及び奇襲機リン富豪

j援護主をi慰安芸した。次いで{務支を議事務し、 i海E尊からとラメ主主、足底筋、事FH菱務、露首草壁管言語、長毛f話係筋、

議内憲主主主、それに大量塁脅及U緩管・鱗努をま寒波したo1号機筋iまi皇室量を総定し、その後IJ)分析のため

に液体2章表で、冷したイソベンタンゆで機関漆来春し、 -80'(;下;こ保存した。殺は付穫した緩や議選などを

なるべく徐去した後、左後日支fれま 5字会パパイン主主 (50'(;)fこ浸したo1号以外のタンパク霊堂絡を震設営まし

た後、長さ、重さ、~設をi別言足した。

結果汲び考察

図 1に示されるように Ca欠乏食 (0% Ca)群の血築中 Ca濃度は100%Ca総より脊慾に低かヮた

が、 f也の群には低Ca又l立高Ca食の彩毒事も後肢懸重量の影響も認められなかった。Jln.塁走無機リン酸レ

ベルは、鎮中の Ca:l量が少ないほ校、議議くなる傾向が認められた(図-2)。イ本殺は低Ca鮮が低い傾向

にあったが、ケージコントロールラァトでは、lE常群に立すし有意;こ{裁かったのはO%Ca喜平のみであっ

た (s喜一 3)0100%Ca若手でf泌総書長畿を殺したグループiこ対しては、 20.40.1えU60%Ca群も務遂に低

健であった。主主義蚤;こま守する儀Ca食の影響はよち星雲著であった。どのiIfj も然中のca含有が

609'6以下になる左次第に事業くな号、 G ヲóCa 務会室最も軽量であった。1:; 7 メ室主(I~J 4 )と足主主主主{麹

5} i立後肢怒さをの彩需要で緩くなる務象が認められ、特にヒラメ主主では幸子殺であった。しかし、懸垂

による婆綴は Ca摂取;援の淡いによる彩響は受けなかった。又、吉trl寝静務室重宝裂は、後妓懸垂の影響を

受けなかった。

後肢骨には骨格筋以上に低Ca食の影響が顕著に見られた。特にf号重量f設は Ca摂取設が低いほど、

低くなる傾向が総められたが、大組骨(@-7)、腰骨・妹背(図…10)共に餅中の Ca濃度が80%

から60%に減ると大きな低下が認められた。骨長にも似たような傾向は認められたが、骨重量に見ら

れた Ca摂取不廷の彩警察ほど皇賞箸でなかった(箆-8及び11)。際管・総公の務合、館中のCa含有が

60%を切ると、 l00%Ca苦学iこ上ヒペて務長iま有意に短かった。火事島努iこも似たような現象が昆られたが、

lOO%Ca総よ号事設にま受かったのはむ%白書季のみであった (pく弘容5)。しかしこの場合、大Z遺骨が

骨折している僚もあ号、管長に大きなばらつきが認められた。す争議後も Ca主築家主量が少ない若手ほど低
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くなる績向にあった{綴-9及び12)。大総符でl立、 100守合Ca群のケージコントロー)1-'1ご比べて、 0，

2O，7fび印O%Ca襲撃が有3まに低{査であった。慰労・緋骨の場合、統計約有意俊i立合 %Ca群にのみに言君、

められた。

これらの結果をまとめてみると、 Ca 欠乏食若手以外iまlÚl築中 Ca~農度i立会総正常群と悶レベルであっ

た。しかしながら、体3堂、筋重量、修重量iま紛らかに Ca摂取量が少ない群ほど低値であ母、発育期

のCa摂取量はここれらの発符に大きな彩害警を及ぼすことがff;峻された。しかしながら、 Ca撚淑不足に

よる骨の多量予言抑制は、骨霊登に対しては農業空ぎであったが、う雪援に対する彩警警はマイナ}であった。後

般における7署長の延長1tf主体内仏会有量よりも、たとえば筋の収総によるメカニカルな圧迫が援護警

な役剣を果たしているのかもしれない。筋合専各系の発育は事pおiされている訳マあるから Ca欠乏が走塁

きているのは明らかであろうが、血3筆中CaレベルはほlofiE手話・に保たれてお号、たとえば管炎の発育

にとって必、製とされる Ca量にクワテイカルなレベルがあるとすれば、本研究においては Cal撃が、そ

のレベル以とであったとも援著書されよう。しかしながら、交霊登や筋毒事績は紛らかにコントロールよ

均低後であり、;これらの答者育にとっては Ca議が示充分であったと設える。また、言い方を変えれば、

漁業中 Ca濃度11)測定は、体内 Ca量のt世2誌に;主役LこJLたないとも言えよう。

まとめ

lOEI闘の抗議カ筋活動隊三告の影響は、き寺iことう?メ筋には綴理署な萎鱗として主語れたが、舎には大きな

変化は認められなか告た。しかし、今協の報告で法務室長的特俄だけ喜文相扱っているので、機能鋲Hこも

そうであるのか明らかでない。~尾ヰ生、骨塩重量やïJ l7.盛り強度、圧迫強度、ねじち強度などの力学的分析

もま態めているのt 次年sVま機能約終牲についても報管ヤきょう oMyosin heavy chain expressionの分

析により、骨争各喜寿筋線維タイプの分類も実施中である。
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